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グリコーゲン代謝グリコーゲン代謝

○グ 剰○グルコース過剰
→グリコーゲン貯蔵(肝・筋細胞)

○グルコース欠乏
→1)グリコーゲン分解(肝・筋細胞)→1)グリコーゲン分解(肝・筋細胞)
2)糖新生(肝・腎細胞)
3)ケトン代謝(肝・腎細胞)3)ケトン代謝(肝 腎細胞)



糖新生糖新生

軽度の飢餓や運動時に、
乳酸やアミノ酸よりグル

を合成 神経コースを合成し、神経、
筋や赤血球に供給する

←肝臓と筋組織での
糖代謝の分担糖代謝の分担



アミノ酸の分解(1)アミノ酸の分解(1)
アミノ酸分解により毒性物質アンモニアが発生する
○魚類 アンモニアを水中排泄○魚類：アンモニアを水中排泄
○ヒトなど陸生動物：尿素により排泄
○爬虫類/鳥類：尿酸により排泄○爬虫類/鳥類：尿酸により排泄

1)不要アミノ酸のアミノ基をグルタミン酸に集約する1)不要アミノ酸のアミノ基をグルタミン酸に集約する
→アミノ基転移反応(肝)



アミノ酸の分解(2)アミノ酸の分解(2)

2)グルタミン酸より尿素を2)グルタミン酸より尿素を
合成し(肝)、尿中排泄する(腎)

→尿素回路または→尿素回路または
オルニチン回路(肝)



必須アミノ酸とアミノ酸生合成必須アミノ酸とアミノ酸生合成



脂肪酸の分解と生合成肪酸 分解 成

←‐酸化によりFADH2,← 酸化によりFADH2, 
NADHとアセチルCoA
が産生される（全身の
ミトコンドリア）

→NADPH, ATPと
アセチルC AによりアセチルCoAにより
脂肪酸が合成される
（肝臓 脂肪細胞など（肝臓、脂肪細胞など
の細胞質）



ケトン体体

グリコーゲンを使い果たした極度のグリコーゲンを使い果たした極度の
飢餓状態では、脂肪酸分解による
アセチルCoAからケトン体が合成さアセチルCoAからケトン体が合成さ
れ（肝・腎）、全身組織のエネルギ
ー源として活用される源として活用される

糖尿病による糖代謝不全では、グ
ルコース利用が困難となり、ケトン
体が合成される



ステロール生合成成

食餌由来コレステロールとともに食餌由来コレステロールとともに、
主に肝臓で合成されるコレステロ
ールは 各組織の細胞膜成分ルは、各組織の細胞膜成分、
ステロイドホルモンや胆汁酸の
原料として利用される原料として利用される

コレステロールの過剰は動脈硬化
の直接原因となり、虚血性疾患の
リスクとなる（高脂血症治療薬参照）



プロスタグランジン

必須脂肪酸であるアラキドン酸から

プロスタグランジン

必須脂肪酸であるアラキドン酸から
合成されるプロスタグランジン類は、
血管や気管支の収縮性、血小板の血管や気管支の収縮性、血小板の
凝集性や体温調節など制御する因
子となる



核酸代謝核酸代謝

ヌクレオチドは新生経路とヌクレオチドは新生経路と
再利用経路により合成さ
れるれる



高脂血症治療薬 痛風治療薬高脂 症治療薬 痛風治療薬


